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(57)【要約】
【課題】見やすく取り扱い易い標本収納具を提供する。
【解決手段】標本を収納するための標本収納具１００は
、一列に配列されて互いに連結された複数のシートであ
る複数のベースシート１０１ａを有し、連結部分を折り
目にしてジグザグ状に折り畳み可能な基体１０１と、そ
の複数のベースシート１０１ａのそれぞれに面ファスナ
ーで着脱自在に取り付けられる、標本を封入するための
複数の袋１０３とを備え、複数の袋１０３のそれぞれに
は、化粧品、植物、薬または毛糸などの標本が封入され
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標本を収納するための標本収納具であって、
　一列に配列されて互いに連結された複数のシートである複数のベースシートを有し、連
結部分を折り目にしてジグザグ状に折り畳み可能な基体と、
　前記複数のベースシートのそれぞれに面ファスナーで着脱自在に取り付けられる、標本
を封入するための複数の袋と
　を備える標本収納具。
【請求項２】
　前記標本収納具は、さらに、
　前記複数のベースシートのそれぞれに面ファスナーで着脱自在に取り付けられるシート
であるサブシートを備え、
　前記複数の袋のそれぞれは、ベースシートに取り付けられた前記サブシートに面ファス
ナーで着脱自在に取り付けられることによって、当該サブシートを介して前記ベースシー
トに着脱自在に取り付けられる
　請求項１に記載の標本収納具。
【請求項３】
　前記複数のベースシートは一枚のシートに一体化されている
　請求項２に記載の標本収納具。
【請求項４】
　前記複数のベースシートはそれぞれ独立したシートであり、連結部材を介して互いに連
結されている
　請求項２に記載の標本収納具。
【請求項５】
　前記連結部材はカードリングである
　請求項４に記載の標本収納具。
【請求項６】
　前記基体の折り目にはインデックスタブが付けられている
　請求項１～５の何れか１項に記載の標本収納具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧品、植物、薬または毛糸などの標本を収納するための標本収納具に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、化粧品などの標本（サンプル）を収納する標本収納具が提案されている（例えば
、特許文献１および２参照）。
【０００３】
　上記特許文献１の標本収納具（サンプルシート）は、化粧品のサンプルとそのサンプル
の商品情報を対応付けて分かり易く表示することができるものである。つまり、このサン
プルシートは、複数の開口が穿設された収納部を有するシートを備え、その収納部にサン
プルセットが収納される。収納部の開口からは、サンプルセットに保持されているサンプ
ルが露出する。そして、収納部以外のシートには、そのサンプルに関する商品情報が記載
されている。また、上記特許文献２の標本収納具（サンプルセット）は、上記特許文献１
のサンプルシートと同様に、化粧品のサンプルとそのサンプルに関する情報を対応付けて
表示することができるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００２－１７７０４６号公報
【特許文献２】特開２０００－２９６８７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献1および特許文献２の標本収納具では、標本の数が多けれ
ば、それらの標本を全体的に見渡すことが困難であり、且つ、その一部を選択的に取り出
して見ることが困難であるという問題がある。つまり、標本の数が多いほど、見難く取り
扱いが難しいという問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、かかる問題に鑑みてなされたものであって、見やすく取り扱いやす
い標本収納具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係る標本収納具は、標本を収納するための標本収
納具であって、一列に配列されて互いに連結された複数のシートである複数のベースシー
トを有し、連結部分を折り目にしてジグザグ状に折り畳み可能な基体と、前記複数のベー
スシートのそれぞれに面ファスナーで着脱自在に取り付けられる、標本を封入するための
複数の袋とを備える。
【０００８】
　これにより、基体を広げれば、それぞれ袋に入れられた標本を全体的に見渡すことがで
き、基体を折り畳めばコンパクトに標本収納具を閉じることができる。さらに、袋は面フ
ァスナーでベースシートに取り付けられるため、袋ごとに個別の標本を容易に取り出した
り収納したりすることができる。
【０００９】
　また、前記標本収納具は、さらに、前記複数のベースシートのそれぞれに面ファスナー
で着脱自在に取り付けられるシートであるサブシートを備え、前記複数の袋のそれぞれは
、ベースシートに取り付けられた前記サブシートに面ファスナーで着脱自在に取り付けら
れることによって、当該サブシートを介して前記ベースシートに着脱自在に取り付けられ
てもよい。
【００１０】
　これにより、サブシートが面ファスナーでベースシートに取り付けられ、さらに、複数
の袋のそれぞれがそのサブシートに面ファスナーで取り付けられるため、サブシートごと
に、複数の標本のグループを容易に取り出したり収納したりすることができる。
【００１１】
　また、前記複数のベースシートは一枚のシートに一体化されていてもよい。
【００１２】
　これにより、基体が一枚のシートから構成されているため、標本収納具の全体構成を簡
単にすることができる。
【００１３】
　また、前記複数のベースシートはそれぞれ独立したシートであり、連結部材を介して互
いに連結されていてもよい。例えば、前記連結部材はカードリングである。
【００１４】
　これにより、連結部材によって間隔をあけて、隣り合うベースシートを連結することが
できるため、収納される標本に厚みがある場合であっても、ベースシートの歪みを抑えて
コンパクトに標本収納具を閉じることができる。
【００１５】
　また、前記基体の折り目にはインデックスタブが付けられていてもよい。
【００１６】
　これにより、標本の検索を容易にすることができる。
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【発明の効果】
【００１７】
　本発明の標本収納具は、見やすく取り扱い易いという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態における標本収納具の外観図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態における袋の外観を示す図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態における基体、サブシートおよび袋の取り付け方を
示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態における標本収納具の閉じ方を示す図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態における標本収納具の他の閉じ方を示す図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態における標本収納具の他の閉じ方を示す図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態における変形例に係る基体の外観を示す図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態における変形例に係る他の基体の外観を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の実施の形態における標本収納具の外観図である。
【００２１】
　本実施の形態における標本収納具１００は、見やすく取り扱いやすいものであって、ジ
グザグ状に折り畳み可能な基体１０１と、その基体１０１上に着脱自在に取り付けられる
複数のサブシート１０２と、標本を封入するための複数の袋１０３と、標本収納具１００
を閉じておくためのテープ１０４ａ，１０４ｂとを備える。
【００２２】
　基体１０１は略長方形のシートからなる。この基体１０１であるシートには、短手方向
に沿う複数の折り目がそれぞれ、長手方向に沿って略等間隔離れて付けられている。この
ような折り目によって、基体１０１を広げて平面状にすることができ、縮めて蛇腹状にす
ることができ、さらに縮めてジグザグ状に折り畳むことができる。ここで、この基体１０
１の２つの折り目で囲まれた略矩形状の部分を、以下、ベースシート１０１ａという。言
い換えれば、基体１０１は、一列に配列されて互いに連結された複数のベースシート１０
１ａを有し、本実施の形態では、複数のベースシート１０１ａは一枚のシートに一体化さ
れている。また、基体１０１において、図１の紙面奥側の折り目を谷側の折り目といい、
図１の紙面手前側の折り目を山側の折り目という。
【００２３】
　各ベースシート１０１ａの谷側（紙面奥側）の折り目または縁周辺には、標本収納具１
００をファイリングするための２つのファイリング孔ａ１が形成されている。さらに、ベ
ースシート１０１ａの山側（紙面手前側）の各折り目には、インデックスタブａ２が取着
されている。
【００２４】
　サブシート１０２は、略矩形状のシートであり、基体１０１の各ベースシート１０１ａ
に着脱自在に取り付けられる。
【００２５】
　袋１０３は、標本を封入するための袋であって、例えば透明のポリエチレン製である。
また、この袋１０３には、密閉するためのチャックが設けられている。この袋１０３は、
サブシート１０２に着脱自在に取り付けられる。
【００２６】
　テープ１０４ａは、面ファスナーであって、基体１０１が折り畳まれた状態で、その基
体１０１に巻き付けられる。そして、テープ１０４ａの両端のそれぞれは、基体１０１の
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一端（図１右端）にあるベースシート１０１ａに貼着された面ファスナーである２つのテ
ープ１０４ｂのそれぞれに重ねられる。なお、テープ１０４ａおよびテープ１０４ｂの何
れか一方は面ファスナーのフック側であり、他方は面ファスナーのループ側である。この
ようなテープ１０４ａが取り付けられることによって、標本収納具１００は閉じた状態に
保たれる。
【００２７】
　図２は、袋１０３の外観を示す図である。
【００２８】
　袋１０３は、図２に示すように、略矩形状に構成されている。また、袋１０３の開口周
辺には、上述のチャック１０３ａが形成されている。さらに、袋１０３の背面には、図２
の（ａ）に示すように、面ファスナーであるテープ１０６ａが貼着されている。このよう
な袋１０３には、上記開口から標本（例えば、植物の実など）が挿入され、チャック１０
３ａによってその袋１０３内が密封される。なお、袋１０３は、透明であっても、遮光性
を有するものであってもよい。袋１０３が遮光性を有する場合には、その袋１０３に封入
される標本を外部の光から保護することができる。
【００２９】
　図３は、基体１０１、サブシート１０２および袋１０３の取り付け方を示す図である。
【００３０】
　基体１０１のベースシート１０１ａには、面ファスナーである２つのテープ１０５ａが
貼着されている。また、サブシート１０２の裏面にも、面ファスナーである２つのテープ
１０５ｂが貼着されている。なお、テープ１０５ａおよびテープ１０５ｂの何れか一方は
面ファスナーのフック側であり、他方は面ファスナーのループ側である。
【００３１】
　サブシート１０２は、その裏面（テープ１０５ｂが貼着された面）を、ベースシート１
０１ａのテープ１０５ａが貼着された面に向けた状態で、そのベースシート１０１ａに取
り付けられる。つまり、テープ１０５ａとテープ１０５ｂが重ね合わされることによって
、サブシート１０２がベースシート１０１ａに取り付けられる。このように、本実施の形
態におけるサブシート１０２は、複数のベースシート１０１ａのそれぞれに面ファスナー
で着脱自在に取り付けられるシートである。
【００３２】
　また、サブシート１０２の表面には、面ファスナーである複数のテープ１０６ｂが貼着
されている。なお、テープ１０６ａおよびテープ１０６ｂの何れか一方は面ファスナーの
フック側であり、他方は面ファスナーのループ側である。
【００３３】
　袋１０３は、その裏面をサブシート１０２の表面に向けた状態で、そのサブシート１０
２に取り付けられる。つまり、テープ１０６ａとテープ１０６ｂが重ね合わされることに
よって、その袋１０３がサブシート１０２に取り付けられる。このように、本実施の形態
における複数の袋１０３のそれぞれは、ベースシート１０１ａに取り付けられたサブシー
ト１０２に面ファスナーで着脱自在に取り付けられることによって、そのサブシート１０
２を介してベースシート１０１ａに着脱自在に取り付けられる。
【００３４】
　図４は、標本収納具１００の閉じ方を示す図である。
【００３５】
　基体１０１は、図４の（ａ)に示すように、ジグザグ状に折り畳まれる。次に、テープ
１０４ａが、折り畳まれた基体１０１に巻き付けられる。そして、図４の（ｂ）に示すよ
うに、テープ１０４ａの両端がそれぞれ、基体１０１の２つのテープ１０４ｂのそれぞれ
に重ね合わされる。これにより、基体１０１が折り畳まれた状態で固定される。つまり、
標本収納具１００は、テープ１０４ａおよび１０４ｂによって閉じた状態に保たれる。な
お、図４の（ａ）および（ｂ）では、基体１０１の状態を簡略的に示すために、サブシー
ト１０２を省略している。
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【００３６】
　図５は、標本収納具１００の他の閉じ方を示す図である。
【００３７】
　標本収納具１００は、テープ１０４ａおよび１０４ｂの代わりに、ファイル２００によ
って閉じられてもよい。ファイル２００はファイル本体２０２と２つのパイプ２０１を備
える。ファイル本体２０２は背表紙と、背表紙の両端に開閉自在に延設された表表紙およ
び裏表紙とを備える。２つのパイプ２０１は、表表紙と裏表紙をつなぐように背表紙付近
に取り付けられている。
【００３８】
　このようなファイル２００に標本収納具１００を閉じるときには、まず、ファイル２０
０が開かれ、２つのパイプ２０１の先端に係止されている金具が外される。そして、折り
畳まれた標本収納具１００の基体１０１の２つのファイリング孔ａ１のそれぞれに、パイ
プ２０１が挿通される。そして、２つのファイリング孔ａ１のそれぞれにパイプ２０１が
挿入された状態で、２つのパイプ２０１の先端に上述の金具が取り付けられる。これによ
って、標本収納具１００はファイル２００に閉じられた状態になり、標本収納具１００を
本のように閲覧することができる。
【００３９】
　図６は、標本収納具１００のさらに他の閉じ方を示す図である。
【００４０】
　標本収納具１００は、ファイルケース３００に挿入されることによって閉じられる。こ
の場合には、標本収納具１００を、テープ１０４ａおよび１０４ｂで閉じた状態で、ファ
イルケース３００に挿入してもよく、テープ１０４ａおよび１０４ｂで閉じずに、ファイ
ルケース３００に挿入してもよい。
【００４１】
　このように本実施の形態の標本収納具１００は、基体１０１を広げれば、それぞれ袋１
０３に入れられた標本を全体的に見渡すことができ、基体１０１を折り畳めばコンパクト
に標本収納具１００を閉じることができる。さらに、袋１０３は面ファスナーでサブシー
ト１０２に取り付けられるため、袋１０３ごとに個別の標本を容易に取り出したり収納し
たりすることができる。さらに、サブシート１０２も面ファスナーでベースシート１０１
ａに取り付けられるため、サブシート１０２ごとに、複数の標本のグループを容易に取り
出したり収納したりすることができる。
【００４２】
　また、基体１０１が一枚のシートから構成されているため、標本収納具１００の全体構
成を簡単にすることができる。また、インデックスタブａ２が取り付けられているため、
標本の検索を容易にすることができる。
【００４３】
　（変形例）
　上記実施の形態の標本収納具１００はサブシート１０２を備えるが、そのサブシート１
０２を備えずに、袋１０３をベースシート１０１ａに面ファスナーで直接取り付けてもよ
い。つまり、本変形例の標本収納具は、一列に配列されて互いに連結された複数のシート
である複数のベースシート１０１ａを有し、連結部分を折り目にしてジグザグ状に折り畳
み可能な基体１０１と、その複数のベースシート１０１ａのそれぞれに面ファスナーで着
脱自在に取り付けられる、標本を封入するための複数の袋１０３とを備える。このような
本変形例の標本収納具であっても、基体１０１を広げれば、それぞれ袋１０３に入れられ
た標本を全体的に見渡すことができ、基体１０１を折り畳めばコンパクトに標本収納具を
閉じることができる。なお、サブシート１０２が取り付けられていないため、よりコンパ
クトに標本収納具を閉じることができる。さらに、袋１０３は面ファスナーでベースシー
ト１０１ａに取り付けられるため、袋１０３ごとに個別の標本を容易に取り出したり収納
したりすることができる。また、複数の袋１０３のうちの何れかの袋１０３をベースシー
ト１０１ａに直接取り付け、他の袋１０３を、サブシート１０２を介してベースシート１
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０１ａに間接的に取り付けてもよい。
【００４４】
　上記実施の形態の標本収納具１００の基体１０１では、互いに隣り合うベースシート１
０１ａはそれらの間に何も挟まずに連結されている。したがって、収納される標本に厚み
がある場合に、標本収納具１００が閉じられると、ベースシート１０１ａが歪み、その反
発によって、標本収納具１００をコンパクトに閉じることができない可能性がある。
【００４５】
　そこで本変形例に係る基体は、互いに隣り合うベースシート１０１ａの間に、上記歪み
を緩和するための連結部材を有する。
【００４６】
　図７は、本変形例に係る基体の外観を示す図である。
【００４７】
　本変形例に係る基体１２１は、一枚の略長方形のシートからなり、複数のベースシート
１０１ａと、複数のマチ１０１ｂとを有する。マチ１０１ｂは、２枚の隣り合うベースシ
ート１０１ａの谷川の折り目に相当する位置に配置される連結部材である。
【００４８】
　このマチ１０１ｂによって、比較的厚みのある標本が収納される場合であっても、ベー
スシート１０１ａの歪みを抑えることができる。つまり、その歪みによるベースシート１
０１ａの反発を抑えて基体１２１を折り畳み、標本収納具１００をコンパクトに閉じるこ
とができる。
【００４９】
　図８は、本変形例に係る他の基体の外観を示す図である。
【００５０】
　本変形例に係る基体１２２は、それぞれ独立したシートである複数のベースシート１０
１ａと、それらのベースシート１０１ａを連結するための連結部材であるカードリング１
５１とを備える。なお、カードリング１５１の形状は、どのような形状であってもよく、
略円環状、楕円状、または略長方形であってもよい。
【００５１】
　このようなカードリング１５１によって隣り合うベースシート１０１ａが連結されるこ
とによって、比較的厚みのある標本が収納される場合であっても、ベースシート１０１ａ
の歪みを抑えることができる。つまり、その歪みによるベースシート１０１ａの反発を抑
えて基体１２２を折り畳み、標本収納具１００をコンパクトに閉じることができる。さら
に、比較的薄い標本が収納される場合であっても、ベースシート１０１ａ間の長さを調整
することができるため、コンパクトに基体１２２を折り畳むことができる。
【００５２】
　なお、本発明について上記実施の形態およびその変形例を用いて説明したが、本発明は
これらに限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱しない限り、当業者が思いつく各
種変形を本実施の形態に施したものや、実施の形態および変形例における構成要素を組み
合わせて構築される形態も、本発明の範囲内に含まれてもよい。
【００５３】
　例えば、上記実施の形態では基体１０１は略長方形のシートであるが、折り畳み可能な
構成であればどのような形状であってもよく、ボードであってもよい。また、基体１０１
（ベースシート１０１ａ）およびサブシート１０２の材質は、紙（厚紙）であっても、合
成樹脂などであってもよい。また、サブシート１０２の形状およびサイズは、そのサブシ
ート１０２がベースシート１０１ａからはみ出さなければ、どのようなものであってよい
。また、サブシート１０２がインデックスタブを備えていてもよい。この場合には、サブ
シート１０２は、そのサブシート１０２のインデックスタブだけがベースシート１０１ａ
からはみ出すようにベースシート１０１ａに取り付けられる。
【００５４】
　さらに、本実施の形態およびその変形例では、面ファスナーであるテープ１０４ａ，１
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０４ｂ，１０５ａ，１０５ｂ，１０６ａ，１０６ｂを用いたが、そのテープは細長い形状
に限らず、どのような形状であってもよい。
【００５５】
　また、本実施の形態およびその変形例では、袋１０３およびサブシート１０２は、ベー
スシート１０１ａの表面に対してのみ取り付けられたが、ベースシート１０１ａの裏面に
対しても取り付けられてもよい。例えば、図１に示すベースシート１０１ａにおける、図
１の紙面手前側の面（上記表面）と紙面裏側の面（上記裏面）との両面に、袋１０３が取
り付けられる。または、その裏面に対してのみ、袋１０３が取り付けられてもよい。また
、袋１０３は、サブシート１０２を介して取り付けられても、サブシート１０２を介さず
に取り付けられてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明にかかる標本収納具は、見やすく取り扱いやすいという効果を奏し、化粧品、植
物、薬または毛糸などの標本を収納するための用具として有用である。
【符号の説明】
【００５７】
　１００　　標本収納具
　１０１　　基体
　１０１ａ　　ベースシート
　１０１ｂ　　マチ
　１０２　　サブシート
　１０３　　袋
　１０４ａ，１０４ｂ，１０５ａ，１０５ｂ，１０６ａ，１０６ｂ　　テープ（面ファス
ナー）
　１５１　　カードリング
　２００　　ファイル
　２０１　　パイプ
　２０２　　ファイル本体
　３００　　ファイルケース
　ａ１　　ファイリング孔
　ａ２　　インデックスタブ
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